
令和３年度 第２回上田市日本遺産推進協議会次第 

 

日 時：令和４年１月２６日（水）午後２時から 

場 所：上田駅前パレオ２階会議室 

 

１ 開  会     

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

（１）令和３年度事業の進捗状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

 

 

（２）日本遺産の日事業概要について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

 

 

（３）令和４年度事業計画・事業費（案）について・・・・・・・・・資料３－１、３－２ 

 

 

 

４ そ の 他 

 

 

 

５ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

・次第、委員等名簿 

・令和３年度事業経過報告【資料１】 

・日本遺産の日事業【資料２】 

・令和４年度事業計画・事業費【資料３－１、３－２】 

 



【敬称略】

団　体　名 役職等 氏　　名

会長 上田市 市　長 土屋　陽一

副会長 上田市教育委員会 教育長 峯村　秀則

副会長 塩田平文化財保護協会 会　長 西澤　恒幸

委員 上田市自治会連合会 会　長 中村　彰

委員 上田市文化財保護審議会 会　長 児玉　卓文

委員 長野県上田地域振興局　商工観光課 課　長 小林　信彦

委員 長野県教育委員会　文化財・生涯学習課 課　長 久保　友二

事務局 上田市政策企画部 部　長 小相澤　隆幸

上田市教育委員会事務局 教育次長 小野沢　和也

上田市政策企画部交流文化スポーツ課 課　長 小林　和彦

　同上（教育委員会生涯学習・文化財課兼務） 政策幹 竜野　秀一

同　上 係　長 古平　浩之

上田市政策企画部交流文化スポーツ課 係　長 清水　一郎

上田市政策企画部交流文化スポーツ課 主　査 弓掛　拓人

　同上（教育委員会生涯学習・文化財課兼務） 主　査 谷口　弘毅

上田市政策企画部交流文化スポーツ課 主　事 渡邉　彩佳

上田市日本遺産推進協議会　名簿



1 

 

資料１ 



2 

 

 



3 

 

写真準備中 



4 

 



5 

 

写真準備中 



6 

 

 

写真準備中 



7 

 



8 

 

 



9 

 

 

 

 

 



10 

 



11 

 



庁内担当課 関連団体

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 通年 通年

推進協議会
推進協議会（6
月上旬)

推進協議会、日本
遺産の日（2月中
旬)

交流文化スポーツ課

全体 全体会 交流文化スポーツ課

人材育成 1 有償ガイド育成 ガイド通年募集 生涯学習・文化財課 塩田平ボランティアガイドの会他

2 シンポジウム 　　　　　★12/18＠サントミューゼ（小ホール）
交流文化スポーツ課、
生涯学習・文化財課

3 百八手・獅子舞合同発表 　　　　　　　　　　　　　　　　
交流文化スポーツ課、
生涯学習・文化財課

塩田平ため池を愛する会、塩田ま
ちづくり協議会他

4 パネル展 7/1～7/31（アリオ上田）、8/5～9/4（イオンモール）、10月以降（丸子・真田・武石公民館等）予定、ため池ﾌｫｰﾗﾑ・パネル展（R4.11.10・11ｻﾝﾄﾐｭｰｾ大ﾎｰﾙ）
交流文化スポーツ課、
生涯学習・文化財課

5 学研まんが制作 4月～　現地取材、原稿制作 納品
交流文化スポーツ課、
生涯学習・文化財課

塩田まちづくり協議会

6 日本遺産セミナー 生涯学習・文化財課 塩田まちづくり協議会

調査研究 7 文化財調査 通年 生涯学習・文化財課
西内の歴史を学び伝える会、塩田
平ため池を愛する会他

8 ＨＰ、アプリ等制作
観光課・交通政策課・広報
ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ課・都市計

画課
上田電鉄、しなの鉄道等

9 多言語パンフレット 観光課

10
モデルコース・シェアサイクル

パンフレット

交流文化スポーツ課、交通
政策課・都市計画課・生涯学
習・文化財課

11
BS-TBS日本遺産番組

（中国語）制作
観光課、交流文化スポー
ツ課

12 スポット看板制作事業
観光課、交流文化スポー
ツ課

13 タクシー車両PR事業 観光課、交通政策課 タクシー協会上小支部

14 プロモーション推進事業
広報ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ課、観光
課、交流文化スポーツ課

15 創作料理考案 随時 観光課 信州上田観光協会

16 信州上田学 随時 学園都市推進室

17 出前講座・バスツアー
交流文化スポーツ課、生涯
学習・文化財課

塩田平ボランティアガイドの会、施
設7箇所

18 　御朱印めぐり・スタンプラリー 交流文化スポーツ課 施設7箇所

19 2周年記念 　　　★6/19　構成文化財施設１日限定無料開放（ 長福寺・前山寺・中禅寺・安楽寺・常楽寺）／レイラインコンサート＠あいそめの湯ホール
交流文化スポーツ課、生涯
学習・文化財課

20 ＰＲ品、ノベルティ等作成 随時 交流文化スポーツ課

21 ビジターセンター
交流文化スポーツ課、庁
内WG担当課

22 商品開発等
観光課、交流文化スポー
ツ課

上田商工会議所、信州上田観光
協会

23 オリジナルロゴマーク 随時 交流文化スポーツ課

24 塩田平ウォーキング 塩田公民館
塩田平ボランティアガイドの会、施
設7箇所

25 フォトコンテスト等
広報シティプロモーション

課

26 先進地視察 随時
交流文化スポーツ課、関
係課

専門部会

27 千曲市ほか 千曲市講演会(予定）
交流文化スポーツ課、生涯
学習・文化財課、関係課

文化庁 28 前年度報告書
交流文化スポーツ課、事
業担当課

他団体

推進協議会、日本遺産サミット

先進地視察

連携事業

その他
(３部会・事務局連携）

部会

文化財活用部会

事務局

補助対象外
(３部会・事務局連携）

活用整備

情報発信部会

観光振興部会

事務局

普及啓発

情報コンテンツ

会議区分

令和4年度上田市日本遺産事業計画一覧（案）

R4年度

　10/29・30日本遺産ｻﾐｯﾄ
（下関・北九州:ﾊﾟﾝﾌ郵送）

事業項目 事業名組織

実績報告次年度補助金応募検討 次年度補助金申請（予定）

中級1クール3回（6～7月）予定

現地取材、システム構築、運用等

別所線・塩田平シェアサイクル連携

タクシー車両PR用マグネット制作 90台分

市内７箇所ビジターセンター（紹介コーナー） パンフレット等充実、誘客PR

10～11月 (1～2回予定)

ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾊﾞｽ旅行商品造成

資料３－１

出前講座（随時）、市民バスツアー（2回:6/25、8/20 市内7箇所）

オリジナルロゴマークを活用した商品開発・紹介サイト充実、開発商品促進セミナー実施、クイズに答えて日本遺産関連商品プレゼント企画（会議所/県元気づくり補助金活用)

御朱印めぐり（通年）・文化財スタンプラリー（4/2～6/26）

フォトコンテスト・東京カメラ社連携（上田市/地方創生推進交付金活用)

中国語（簡体） 1種

BS-TBS「日本遺産」番組（中国語：繁体語・簡体語）

スポット看板制作（夏至・冬至・初日の出等

4/29春ポカポカウォーク ・ 11/28塩田平健康ウォーク

★9/24 獅子舞合同発表（下之郷・前山塩野神社・保野塩野神社）予定、百八手＠舌喰池（地元主催で花火打上）予定

プロモーション推進事業（ショップカード、オリジナル絵本パネル、折畳式バックボード等）

 



 

 

上田市日本遺産絵本・かるた制作概要 
 

 

１ 制作経過 

  令和 2 年 6 月に文化庁から認定された上田市の日本遺産「レイラインがつなぐ太陽と大地の

聖地」～龍と生きるまち信州上田・塩田平～」の普及啓発に向けた取組の一環として、市内

住民団体や長野大学などと連携し、上田市の日本遺産を紹介する絵本やかるたを制作した。 

 

２ 制作概要 

⑴ 絵本について 

ア 名 称「おひさまはみている～塩田平のため池と龍神さま～」 

イ 制作者：絵 堀内稔氏（塩田在住画家）、文 かがいみえこ氏（塩田在住童話作家） 

ウ 制作概要 

  上田市の日本遺産に登場するストーリーや構成文化財のほか、塩田平のため池と雨 

  乞いにまつわる言い伝えをもとに作成したもの（全 32Ｐ） 

エ 協力団体 塩田まちづくり協議会、塩田平ため池を愛する会、ヤマンバの会ほか 

⑵ かるたについて 

ア 名 称 「信州上田・塩田平かるた」 

イ 制作者  塩田まちづくり協議会教育文化部会 

ウ 制作概要 

  上田市の日本遺産認定を機に、先人が遺してくれた地域の魅力ある文化を後世に伝 

  えるため、塩田地域の小学校と連携し、上田市の日本遺産に登場する構成文化財（歴 

  史・文化・自然・風土・伝統行事・民話）を題材とし作成したもの 

エ 制作経過 

  ①「かるた句」の募集は、令和 2年度塩田中学校 1年生、塩田地区小学校 4・5・6年生 

   及び保護者を対象とした。 

  ②「かるた」絵札・読み札のデザインは長野大学、かるたマップ制作は塩田まちづくり 

   協議会教育文化部会が中心となり、制作した。 

オ 協力団体 、長野大学、MINWA プロジェクト他 

３ 主 催 

上田市日本遺産推進協議会 

 

４ 今後の展開 

（1）2 月 13 日「日本遺産の日」に合わせ、絵本・かるたの披露及び朗読会等を行う。 

（2）絵本及びかるたは、市立の保育園や小学校に加え、図書館や公民館などへ配布予定。 

 

 

 

資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本表紙                    絵本 中面 

 

かるた絵札                     読み札 

  



日本遺産の日イベントについて 
 

１ 目 的 

  文化庁は平成 27 年度に認定した日本遺産の普及を図るため、2 月 13 日を日本遺産の日

と位置付けている。令和 2年 6月に認定された「レイラインがつなぐ太陽と大地の聖地」

～龍と生きるまち信州上田・塩田平～」の PR に向けて、大学・住民団体や上田市観光大

使等と連携した絵本の朗読会やかるた大会等を通じ、地域の歴史や文化財の魅力に触れ

ていただく機会の創出と普及啓発に努めていく。 

 

２ 日 時 

令和４年２月１３日（日）１３時００分から１５時００分まで 

３ 場 所 

  塩田公民館（大ホール:①絵本読み聞かせ、②民話朗読、第 3 学習室：③かるた） 

 

４ 主 催 

  上田市日本遺産推進協議会 

５ 日程及び内容 

【プレイベント（大会議室）】 

１３:００ 開会、市長あいさつ   

  １３:０５ 日本遺産と塩田平に伝わるかるた、絵本制作者によるトークセッション 

      【テーマ案】オリジナルかるた・絵本制作に対する想いと今後の事業展開 

    【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】長野大学古田教授 

     【出演：制作者、塩田まちづくり協議会教育文化部会、ため池を愛する会、 

長野大学、MINWA プロジェクト、月影瞳さん他】 

【メインイベント（大会議室、第３学習室）】 

１３:４０ 絵本朗読会（大会議室） 

【読み手:絵本 月影瞳氏（上田市観光大使）】 

１４:００ かるた大会（第３会議室 / 司会進行：長野大学古田ゼミ生） 

１５:００ 閉会 

       

６ 対  象  

トークセッションはどなたでも。絵本朗読会・かるた大会は親子３０組（事前申込制） 

 

７ 募集方法  

・上田市日本遺産推進協議会のホームページ、SNS(FB、Twitter) 

・広報うえだ（1月 16 日号）、プレスリリース、PR チラシほか 

 

８ そ の 他 

・新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、基準に基づく来場者の間隔配置やマスク

着用を呼びかける等十分な対策を行う。 

・日本遺産のかるた及び絵本は、令和 3年度文化庁文化芸術振興費補助金で制作 

・長野大学との連携により、学生らに当日の司会進行やかるた対応を協力いただく予定。 



 

【参考資料】 

 

 〇日本遺産とは 

文化庁が平成 27年度から認定した、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝

統を語るストーリーを示します。有形・無形の様々な文化財群を総合的に整備・活用し、国

内外へその魅力を発信することで、地域の活性化を図ることを目指しています。 

 

〇日本遺産の日とは 

 文化庁及び日本遺産連盟（※1）は，国民の皆様の日本遺産に対する理解と関心を高める 

ことを目的として、2月 13 日（※2、3）を「日本遺産（4）の日」とすることにしています。 

                                         

 

（※1）日本遺産連盟は、全国各地の日本遺産認定地域等から構成する団体であり，日本全

国に点在する日本遺産のストーリーを国内外に向けて積極的に情報発信するなど，文化

庁等とも連携しながら日本遺産のブランド力向上を図ることを目的に設立された団体 

 

（※2）日本遺産は、地域の活性化として観光振興を推進することも主な目的としているこ

とから、ゴールデンウィークや夏休みの旅行先の候補選びに宣伝効果の高い時期である 

２月に絞り、親しみやすさ，覚えやすさから「にほん（２）いさん（１３）」としました。 

 

（※3）２月１３日に開催されるシンポジウムの時期に合わせ、日本遺産認定地域による PR

ブースや体験ブースの出展を一定期間開催することにより、日本遺産の魅力を広く発信

することとしている。 

 

（※4）日本遺産については、令和 3 年 3月 31 日現在、104 件の認定団体を認定。文化庁が

令和 2年 12 月に日本遺産認定取消制度を創設したことから、日本遺産フォローアップ評

価委員会の審査により、取組が進んでいない地域は取消されるケースがある。 

  評価対象は認定後 5年経過した団体を示します。 

 

 



■ 地域文化財総合活用推進事業 【予算要求中】
①人材育成事業 （単位：千円）

No 事業名 区分 概要 事業費

1 有償ガイド育成事業 継続
文化財やストーリーを解説できるガイド養成講座（中
級編）を開催する。

1,600

1,600

②普及啓発事業

No 事業名 区分 概要 事業費

2
日本遺産龍と生きるまち
等PR事業

継続
認定ストーリー等への理解を深めていただくため、シ
ンポジウム・関連事業を行う。（「雨乞い行事・百八
手」再現、岳の幟・三頭獅子等）

2,000

3 日本遺産普及啓発事業 新規
認定ストーリーや構成文化財への理解を深めていただ
くため、学習教材等の制作を行う。

9,200

4
日本遺産市民向けセミ
ナー開催事業

継続
日本遺産への理解を深めてもらうための市民向けセミ
ナーを行う。

100

11,300

③調査研究事業

No 事業名 区分 概要 事業費

5
日本遺産文化財専門調査
事業

継続
日本遺産のストーリーを深めるため、構成文化財の補
充調査研究を行う。

1,500

1,500

■ 観光拠点整備事業

④情報コンテンツ作成事業

No 事業名 区分 概要 事業費

6
アプリ・多言語パンフ
レット等制作事業

新規
日本遺産紹介アプリ及びインバウンド向け多言語パン
フレット等の作成を行う。

8,200

8,200

⑤活用整備事業

No 事業名 区分 概要 事業費

7
看板、タクシー車両ＰＲ
媒体制作等事業

新規
日本遺産を紹介するスポット看板やタクシー車両ＰＲ
媒体作成等を行う。

1,400

8 プロモーション推進事業 新規
日本遺産を紹介するオリジナル絵本パネル、布製折畳
式バックボード等PR媒体の作成を行う。

1,000

2,400

⑥補助対象外事業

No 事業名 区分 概要 事業費

9
御朱印・ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ・PR媒
体作成等事業

継続
日本遺産の構成文化財などを周遊する御朱印めぐり、
スタンプラリー開催、各種PR媒体等作成

830

830

⑦事務費

No 事業名 区分 概要 事業費

10 事務費 継続 連盟会費、需要費、旅費　等 470

470

26,300

⑥補助対象外事業　合計

⑦事務費　合計

①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦　合計

令和４年度事業計画及び事業費（案）

①人材育成事業　合計

②普及啓発事業　合計

③調査研究事業　合計

④情報コンテンツ作成事業　合計

⑤活用整備事業　合計
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